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会
員
募
集

　

◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　

毎
月
第
１
・
第
３
、
①
月
曜
日
が
午

前
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
②

水
曜
日
が
午
前
ま
た
は
午
後
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０
０

円
。
会
費
月
２
１
８
０
円
。
つ
け
ペ

ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
詳
し
く
は
毛
塚

（
け
づ
か
）
緯
４
７
４
・
７
２
７
４

へ
。

　

◆
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
（
小
山

ビ
ー
ン
ズ
）　
毎
週
月
曜
・
金
曜
日

の
午
後
７
時
～
９
時
、
小
山
小
学
校

体
育
館
で
。
会
費
月
５
０
０
円
。
お

子
さ
ん
連
れ
可
。
一
緒
に
楽
し
く
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
菅
野

緯
４
７
５
・
５
９
９
５
へ
。

　

◆
フ
ル
コ
ン
タ
ク
ト
空
手（
空

手
塾
同
志
会
）　
月
曜
～
土
曜
日

の
週
３
回
、
午
後
６
時
～
７
時
半
が

幼
児
、
８
時
半
ま
で
が
小
・
中
学
生
、

わ
く
わ
く
健
康
プ
ラ
ザ
ま
た
は
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
会
費
は
中

学
生
ま
で
が
月
３
０
０
０
円
（
世
帯

３
人
目
か
ら
無
料
）。
３
歳
児
以
上
。

女
性
・
幼
児
多
数
在
籍
。
親
子
で
空

手
を
。
強
く
優
し
い
子
を
育
て
る
。

詳
し
く
は
鈴
木
緯
０
９
０
・
４
１
７

２
・
８
７
５
８
へ
。

　

◆
生
涯
学
習
会　
月
に
１
～
２

回
、
①
Ａ
コ
ー
ス
（
金
曜
日
）
が
言

葉
の
基
本
・
ペ
ン
毛
筆
の
体
験
・
衣

の
作
成
②
Ｂ
コ
ー
ス
（
土
曜
日
）
が

栄
養
調
理
・
マ
ナ
ー
。
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
５
時
、
西
部
地
域
セ
ン

タ
ー
で
。
会
費
①
②
の
い
ず
れ
も
月

１
５
０
０
円（
材
料
費
）。
個
人
や
グ

ル
ー
プ
で
楽
し
く
。
詳
し
く
は
小
池

緯
４
７
３
・
２
１
３
０
へ
。

　

◆
遊
学
書
道
会　
月
３
回
、
水

曜
日
ま
た
は
土
曜
日
の
午
後
（
午
前

の
場
合
も
あ
り
）、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
２
０
０
０
円
、
会

費
月
３
０
０
０
円
。
中
学
生
以
上
。

詳
し
く
は
山
下
緯
４
７
６
・
６
８
８

４
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
さ
く
ら
会
）

　

毎
週
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４
時

半
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
会

金
１
５
０
０
円
、
会
費
月
４
５
０
０

円
。
男
性
の
方
。
現
役
Ａ
級
プ
ロ
講

師
が
指
導
。
中
級
ク
ラ
ス
。
詳
し
く

は
橋
本
緯
４
７
４
・
２
４
７
５
へ
。

　

◆
ス
ト
レ
ッ
チ
、
練
功　

法
、

１８

益
気
功
、柔
力
球（
中
国
健
康
体

操
普
及
協
会
）　
月
曜
～
土
曜
日

の
午
前
９
時
か
ら　

分
間
、
ひ
ま
わ

４０

り
公
園
（
滝
山
五
丁
目
）
で
。
雨
天

中
止
。
入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費

年
２
０
０
０
円
。
詳
し
く
は
川
越
緯

４
７
４
・
３
５
９
５
へ
。

　

◆
琴
伝
流
大
正
琴
和
（
な
ご

み
）
会　
月
２
回
、
第
１
・
第
３
月

曜
日
が
中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー
、
第

２
・
第
４
木
曜
日
が
八
幡
町
地
区
セ

ン
タ
ー
で
。
い
ず
れ
も
午
前　

時
～

１０

正
午
。
会
費
月
３
０
０
０
円
。
初
心

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
安
中
（
あ
ん
な

か
）
緯
４
７
２
・
５
２
４
３
へ
。

　

◆
や
さ
し
い
日
本
画
（
杉
の

会
）　
毎
月
第
１
土
曜
日
の
午
前
９

時
半
～
正
午
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
。
会
費
月
２
０
０
０
円
（
材
料
費

込
み
）。
初
歩
か
ら
懇
切
丁
寧
に
指

導
。
詳
し
く
は
中
島
緯
４
５
８
・
６

４
７
０
へ
。

　

◆
ラ
ジ
オ
体
操
、
中
国
健
康

体
操
、連
功
十
八
法
ほ
か（
東
久

留
米
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
）　
毎

日
午
前
６
時　

分
か
ら
（
会
場
に
よ

１０

り
午
前
７
時
、
９
時
か
ら
も
あ
り
）、

滝
山
公
園
ほ
か
市
内
８
会
場
で
。
会

費
年
１
２
０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。

体
験
入
会
あ
り
。
詳
し
く
は
對
馬

（
つ
し
ま
）
緯
４
７
１
・
５
７
４
２

へ
。

　

◆
東
久
留
米
短
歌
会　
毎
月
１

回
、
第
３
土
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
成
美
教
育
文
化
会
館
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
８
０
０
円
。

短
歌
作
り
を
楽
し
く
、
毎
日
１
首
作

り
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
歓
迎
。
詳
し

く
は
大
塚
緯
４
７
３
・
３
０
７
５
へ
。

　

◆
楽
し
い
英
会
話　
毎
週
土
曜

日
の
午
前　

時
～
正
午
、
西
部
地
域

１０

セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
１
回
５
０
０
円
。

イ
ギ
リ
ス
人
ゲ
ス
ト
を
交
え
て
日
常

会
話
か
ら
政
治
ま
で
楽
し
く
学
び
ま

す
。
詳
し
く
は
細
貝
（
ほ
そ
か
い
）

緯
４
７
２
・
９
５
２
９
へ
。

　

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
シ
ル
エ
ッ

ト
）　
毎
週
火
曜
日
の
午
後
６
時
～

７
時
半
が
初
級
、
午
後
７
時
半
～
９

時
が
中
級
、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
３
０

０
０
円
。
詳
し
く
は
伊
藤
緯
４
７

２
・
５
５
７
４
へ
。

　

◆
ワ
イ
ワ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ　

月
１
回
、
火
曜
日
の
午
前　

時
～
午

１０

後
１
時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。

会
費
１
回
１
４
０
０
円
。
和
洋
中
の

家
庭
料
理
を
中
心
に
。
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
福
田
緯
４
７
６
・
３
１
９

０
へ
。

　

◆
写
団
東
久
留
米　
①
月
例
講

習
会
が
毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
７

時
～
９
時
②
写
真
展
が
年
１
回
、
ス

ペ
ー
ス
１
０
５
で
③
撮
影
会
が
年
２

回
、
年
度
賞
あ
り
。
会
費
月
１
５
０

０
円
。
写
真
好
き
の
集
ま
り
で
、
少

人
数
で
密
度
の
高
い
写
真
技
術
の
向

上
を
図
り
ま
す
。
詳
し
く
は
高
橋
緯

４
７
３
・
３
７
２
９
へ
。

　

◆
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
＆
ス
ト

レ
ッ
チ
（
ダ
ン
ス
Ｍ
‘
Ｓ
〈
エ
ム

ズ
〉）　
毎
週
、
①
月
曜
日
の
午
前　
１１

時　

分
か
ら
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

２０
②
水
曜
日
の
午
後
７
時
半
か
ら
が
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
東
本
町
③
木
曜

日
の
正
午
か
ら
が
ひ
ば
り
が
丘
集
会

所
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会
費

１
回
１
２
０
０
円
。
初
心
者
・
経
験

者
歓
迎
。
詳
し
く
は
タ
カ
ム
ラ
緯
４

７
３
・
１
２
２
９
（
夜
間
）
へ
。

　

◆
大
人
の
音
楽
サ
ー
ク
ル
・
ナ

チ
ュ
ラ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー　
月
３

回
、
月
曜
日
の
午
前
９
時
半
～　

時
１０

　

分
、
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
入

１５会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０
０

０
円
。
音
楽
は
じ
め
て
コ
ー
ス
。
こ

れ
か
ら
音
楽
を
楽
し
み
た
い
方
、
お

気
軽
に
。
詳
し
く
は
西
村
緯
０
９

０
・
７
２
４
２
・
０
３
５
５
へ
。

　

◆
カ
ラ
オ
ケ
歌
謡
教
室
ふ
る

さ
と
会
ウ
イ
ン
グ　
月
４
回
、
木

曜
日
の
午
後
零
時　

分
～
３
時　

分
、

４０

４０

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で
。
入
会

金
１
０
０
０
円
。
会
費
月
２
０
０
０

円
。
初
心
者
歓
迎
。
見
学
自
由
。
詳

し
く
は
片
柳
緯
４
７
１
・
８
３
６
３

へ
。

　

◆
居
合
道
（
正
剣
會
〈
せ
い
け

ん
か
い
〉）　
土
曜
・
日
曜
日
の
午
後

４
時
半
～
６
時
半
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
で
。
入
会
金
１
０
０
０
円
。
会

費
月
１
５
０
０
円
。　

歳
以
上
で
長

１８

期
続
け
ら
れ
る
方
・
初
心
者
歓
迎
。

詳
し
く
は
早
乙
女
（
さ
お
と
め
）
緯

４
７
１
・
４
５
２
０
へ
。

催

し

　

◆
キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
発

表
会（
東
久
留
米
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
）　
４
月　

日
（
日
）
午
後
３
時

１８

～
４
時
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習

室
で
。
入
場
料
無
料
。
検
定
や
競
技

選
手
を
目
指
し
、
日
々
楽
し
く
練
習

し
た
成
果
を
発
表
し
ま
す
。
詳
し
く

は
麻
上
（
あ
さ
が
み
）
緯
４
７
７
・

６
５
９
６
へ
。

　

◆
学
校
法
人
自
由
学
園
市
岡

揚
一
郎
理
事
長
講
演
会（
慶
應
義

塾
東
久
留
米
三
田
会
）　
４
月　
２５

日
（
日
）
午
後
３
時
開
演
（
２
時　
４５

分
か
ら
受
け
付
け
）、
成
美
教
育
文

化
会
館
で
。
入
場
料
無
料
。
演
題
は

「
こ
れ
で
い
い
の
か　

日
本
の
教

！？

育
」。
詳
し
く
は
篠
田
緯
０
９
０
・
２

６
６
３
・
４
３
８
９
へ
。

　

◆
ハ
イ
チ
地
震
チ
ャ
リ
テ
ィ

腹
話
術
公
演
（
東
京
チ
ャ
タ
ー

ズ
）　
４
月　

日
（
日
）
午
後
１
時

２５

半
開
演
（
１
時
開
場
）、
成
美
教
育
文

化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
で
。
入
場

料
は
大
人
１
０
０
０
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
以
下
）
無
料
。
詳
し
く
は

高
橋
緯
４
７
５
・
３
５
３
３
へ
。

　

◆
Ｍ
型
ラ
イ
カ
を
語
ろ
う（
多

摩
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
メ
ラ
同
好
会
）

　

４
月　

日
（
日
）
午
前
９
時
半
～

１８

正
午
、
市
民
プ
ラ
ザ
会
議
室
で
。
参

加
費
２
０
０
円
。
機
材
ま
た
は
カ
メ

ラ
、
プ
リ
ン
ト
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
吉
田
緯
４
７

６
・
０
７
９
６
へ
。

　

◆
ス
プ
リ
ン
グ
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー（
パ
ー
ル
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
）　
５
月
９
日
（
日
）
午
後
２
時

～
５
時
、
志
木
市
民
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
志
木
市
上
宗
岡
一
丁
目
）
で
。

入
場
料
前
売
り
１
２
０
０
円
（
当
日

１
５
０
０
円
）。
生
バ
ン
ド
で
踊
り

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
岡
野
緯
０
９

０
・
７
８
４
７
・
９
２
４
０
へ
。

　

◆
春
の
民
謡
大
会（
東
久
留
米

市
民
謡
連
盟
）　
４
月　

日
（
日
）

１８

午
前　

時
開
演
、
生
涯
学
習
セ
ン

１０

タ
ー
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
無
料
。
賛

助
出
演
と
し
て
民
謡
民
舞
部
と
久
老

連
民
謡
部
の
皆
さ
ん
が
花
を
添
え
ま

す
。
詳
し
く
は
髙
橋
緯
４
７
１
・
０

１
２
８
へ
。

　

◆
絵
画
展
（
カ
ト
レ
ア
会
）　

４
月　

日
（
祝
）
～
５
月
２
日
（
日
）

２９

の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
４
月　
２９

日
は
午
後
１
時
か
ら
）、
成
美
教
育

文
化
会
館
で
。
会
員
の
作
品
を
発
表
。

詳
し
く
は
斉
藤
緯
４
７
２
・
９
４
８

７
へ
。

　

◆
観
光
で
ま
ち
お
こ
し（
ま
ち

お
こ
し
市
民
の
会
）　
４
月　

日
１７

（
土
）
午
前　

時
～
午
後
１
時
、

１０

シ
ャ
・
モ
ア
２
階
ス
ペ
ー
ス
ル
ー
ム

（
大
門
町
１
ノ
１
）
で
。
参
加
費
無

料
。
ア
イ
デ
ア
開
発
会
議
を
行
い
ま

す
。
専
門
家
の
リ
ー
ド
に
よ
る
市
民

参
画
型
ま
ち
お
こ
し
勉
強
会
。
詳
し

く
は
正
岡
緯
４
７
１
・
８
０
４
５
へ
。

　

◆
井
口
恵
子
さ
ん
と
と
も
に

コ
ー
ル
・
ハ
モ
ー
レ
追
悼
コ
ン

サ
ー
ト
（
コ
ー
ル・ハ
モ
ー
レ
コ

ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
）　
５
月

　

日
（
土
）
午
後
６
時
開
演
（
５
時

２２半
開
場
）、
西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
。
入
場
料
５
０
０
円
。

詳
し
く
は
松
浦
緯
４
７
４
・
６
６
４

１
へ
。

　

◆
柳
窪
五
月
人
形
・
鯉
の
ぼ
り

を
楽
し
む
（
柳
窪
の
環
境・景
観

の
保
全
を
考
え
る
会
）　
５
月
２

日
（
日
）
午
前　

時
か
ら
と
午
後
１

１０

時
半
か
ら
（
雨
天
の
場
合
は
５
月
３

日
）、
柳
窪
一
丁
目
バ
ス
停
集
合
（
東

久
留
米
駅
西
口
か
ら
武
・　

系
統
バ

２１

ス
）。
参
加
費
は
小
学
生
以
下
２
０

０
円
、
中
学
生
以
上
５
０
０
円
（
資

料
・
汁
粉
代
な
ど
）。
定
員
各
回
先
着

　

人
。
申
し
込
み
は
往
復
は
が
き
で
、

２５〒
２
０
３
倆
０
０
４
４
、
柳
窪
２
ノ

　

ノ
６
、
奥
住
会
計
あ
て
申
し
込
み

１１を
。
詳
し
く
は
奥
住
緯
４
７
１
・
４

６
４
１
へ
。

そ
の
他

　

◆
夏
の
平
和
行
事
を
ご
一
緒

に（
市
民
に
よ
る
平
和
行
事
を
つ

な
ぐ
会
）　
５
月　

日
（
水
）
午
後

１２

３
時
～
４
時
、
市
役
所
１
階
屋
内
ひ

ろ
ば
で
。
市
内
で
平
和
を
テ
ー
マ
に

し
た
「
夏
の
行
事
」
を
企
画
し
て
い

る
方
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
一
緒
に
作
成

し
、
平
和
へ
の
想
い
を
進
め
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
大
野
緯
４
７
５
・
９

３
５
９
へ
。

子
ど
も
を
監
護
し
、
か
つ
、
主
に

生
計
を
維
持
し
て
い
る
方
に
な
り

ま
す
。
書
類
は
住
民
登
録
上
の
世

帯
主
に
対
し
て
送
付
し
ま
す
が
、

世
帯
主
の
方
が
生
計
を
維
持
し
て

い
な
い
場
合
、
請
求
者
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
方

　

そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
必
要
な
書

類
を
送
付
し
ま
す
。

　

◎
児
童
手
当
を
所
得
超
過
な
ど

に
よ
り
受
給
し
て
い
な
か
っ
た
方

（
新
規
認
定
請
求
）

　

◎
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
た

が
、
新
中
学
２
・
３
年
生
の
兄
弟

が
い
る
方
（
額
改
定
請
求
）

申
請
の
必
要
が
な
い
方

　

◎
３
月
ま
で
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
て
、
子
ど
も
手
当
の
支
給

対
象
児
童
に
変
動
が
な
い
方

　

◎
公
務
員
の
方
（
勤
務
先
で
手

続
き
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ

さ
い
）

生
計
を
維
持
し
て
い
る
方 

と
子
ど
も
が
別
居
し
て
い 

る
場
合（
申
請
が
必
要
な
方 

に
該
当
す
る
場
合
）

　

単
身
赴
任
な
ど
に
よ
り
、
子
ど

も
と
別
居
し
て
市
内
に
居
住
し
て

い
る
場
合
、
申
請
が
必
要
な
方
で

も
、
子
ど
も
の
住
民
登
録
が
東
久

留
米
市
に
な
い
た
め
、
請
求
書
が

届
き
ま
せ
ん
。
個
別
に
申
し
出
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る

方
が
市
外
に
居
住
し
て
い
て
、
子

ど
も
が
市
内
に
居
住
し
て
い
る
場

合
、
市
か
ら
請
求
書
が
送
付
さ
れ

ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
市
に
提
出

せ
ず
、
生
計
を
維
持
し
て
い
る
方

が
居
住
す
る
自
治
体
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

D
V（
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
）
被
害
者
の
方

　

D
V
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
を
受
け
て
い
る
被

害
者
の
う
ち
、
前
住
地
に
住
民
登

録
を
し
た
ま
ま
子
ど
も
を
連
れ
て

居
住
し
て
い
る
場
合
、
住
民
登
録

が
あ
る
市
区
町
村
で
は
な
く
、
居

住
し
て
い
る
自
治
体
で
請
求
を
す

る
と
、
加
害
者
か
ら
受
給
資
格
を

変
更
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

　
【
請
求
書
以
外
に
必
要
な
書
類
】

次
の
通
り

　

①
請
求
者
の
健
康
保
険
証
の
写

し
　

②
D
V
被
害
者
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
書
類
＝
次
の
い
ず
れ

か
の
書
類
。
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
が
発
行
す
る
証
明
書

▼
婦
人
相
談
所
の
発
行
す
る
証
明

書
▼
保
護
命
令
決
定
書
の
謄
本
ま

た
は
抄
本

子
ど
も
手
当
に
関
す
る

寄
付
の
手
続
き

　

受
給
資
格
者
が
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

支
援
す
る
た
め
、
当
該
子
ど
も
手

当
の
額
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
市

町
村
に
寄
付
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
に
つ
い
て
詳
細
は
子

育
て
支
援
課
助
成
係
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
係
緯
４
７
０
・
７

７
３
６
へ
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
子
ど
も
手
当

法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

手
当
は
、
零
歳
～
中
学
校
修
了

（
満　

歳
以
後
、
最
初
の
３
月　

１５

３１

日
ま
で
）
の
子
ど
も
一
人
に
つ
き
、

月
額
１
万
３
０
０
０
円
を
支
給
す

る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け
る

に
は
、「
子
ど
も
手
当
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
が
、
３

月
ま
で
市
で
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
て
、
子
ど
も
手
当
の
対
象
と

な
る
子
ど
も
の
人
数
に
変
動
が
な

い
方
は
、
み
な
し
認
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
し
、
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
た
方
で
も
、
中
学
２
・

３
年
生
（
平
成
７
年
４
月
２
日
～

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

方
）
の
兄
弟
が
い
る
場
合
に
は
、

「
子
ど
も
手
当
額
改
定
認
定
請
求

書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

東
久
留
米
市
に
子
ど
も
の
住
民
登

録
が
あ
る
場
合
、
４
月　

日
（
木
）

１５

に
請
求
書
を
世
帯
主
（
額
改
定
の

場
合
は
、
受
給
者
）
に
対
し
て
送

付
し
ま
す
。

　
【
子
ど
も
手
当
認
定
請
求
書
の

提
出
期
限
】
５
月　
２１

日
（
金
）

　

※
期
限
ま
で
に
提
出
し
た
請
求

に
つ
い
て
認
定
を
受
け
た
場
合
、

４
・
５
月
分
の
手
当
を
６
月
に
支

給
し
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
提
出

し
た
場
合
も
、
４
月
分
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
認
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ

の
場
合
は
７
月
以
降
の
支
給
と
な

り
ま
す
。

　
【
提
出
方
法
】請
求
者
の
健
康
保

険
証
の
写
し
を
添
付
し
て
、
請
求

書
と
一
緒
に
提
出
（
原
則
、
郵
送

で
）
し
て
く
だ
さ
い

　

※
子
ど
も
手
当
の
請
求
者
は
、

　
　

年
７
月
１
日
以
降
に
採
用
す

２２
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集
職

種
、
募
集
人
員
、
受
験
資
格
な
ど

は
、
下
表
の
通
り
で
す
。

　
【
募
集
要
項
の
配
布
】
土
曜
・
日

曜
日
を
除
く
４
月　

日
（
木
）
～

１５

　

日
（
水
）
の
午
前
８
時
半
～
午

２８後
５
時
、
職
員
課
（
市
役
所
４
階
）

で　
　

※
募
集
要

項
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で

き
ま
す
。

　
【
願
書
受
け
付
け
】
４
月　

日
２６

（
月
）
～　

日
（
水
）
の
午
前
９

２８

時
～
午
後
５
時
に
、
本
人
が
直
接

同
課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
【
試
験
日
】
５
月　

日
（
日
）

１６

　

詳
し
く
は
同
課
４
７
０
・
７
７

１
６
へ
。

　

東
久
留
米
市
都
市
計
画
図
と
東

久
留
米
市
都
市
計
画
道
路
網
図

（　

年
１
月
調
製
）
は
、
基
本
図

２２
面
の
更
新
や
仕
様
の
変
更
な
ど
に

よ
り
、
３
月
２
日
か
ら
次
の
通
り

頒
布
価
格
の
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
頒
布
価
格
】東
久
留
米
市
都
市

計
画
図
＝
８
５
０
円
（
改
定
前
４

０
０
円
）
▼
東
久
留
米
市
都
市
計

画
道
路
網
図
＝
２
０
０
円
（
改
定

前
１
５
０
円
）

　

詳
し
く
は
都
市
計
画
課
計
画
調

整
担
当
緯
４
７
０
・
７
７
６
２
へ
。

　

地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
か
ん
よ
う
す
る
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境
を
保

全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

雨
水
浸
透
ま
す
の 

設
置
補
助
金
制
度

　

既
存
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す

の
設
置
に
は
、
設
置
補
助
金
制
度

を
利
用
で
き
ま
す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
㍍
未
満
の
既

存
の
個
人
住
宅
（
新
築
、

増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る

方
　
【
補
助
金
額
】設
置
状

況
に
よ
り
、
経
費
の
全

部
ま
た
は
一
部

　

設
置
を
希
望
す
る

方
は
、
市
指
定
下
水
道

工
事
店
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
）
ま
た

は
環
境
政
策
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
同
課
緯

４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

用
保
険
給
付
課
で
配
布
中
）
厚
生

労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す

　
【
支
給
額
】修

了
し
た
講
座
で
、

本
人
が
支
払
っ

た
受
講
料
の　
２０

㌫
相
当
額
（
上

限
は　

万
円
。

１０

た
だ
し
、
４
０

０
０
円
以
下
は

給
付
対
象
外
）

　
【
事
前
相
談
】

対
象
講
座
の
受

講
前
に
、
子
育

て
支
援
課
緯
４
７
０
・
７
７
３
６

へ
電
話
予
約
の
上
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
市
の
講
座
指
定
が
必
要
で

す
）。
事
前
相
談
を
し
な
い
で
受

講
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て
給
付

金
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業

　
【
対
象
】
母
子
家
庭
の
母
で
、
次

の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

　

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
支
給
要
件

と
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

　

②
修
業
年
限
が
２
年
以
上
の
養

成
機
関
に
お
い
て
、
一
定
の
課
程

を
修
業
し
、
対
象
資
格
の
取
得
が

見
込
ま
れ
る
方

　

③
就
業
ま
た
は
育
児
と
修
業
の

両
立
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方

　
【
対
象
資
格
】
看
護
師
（
準
看
護

師
を
含
む
）、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、

保
健
師
、
助
産
師
、
理
容
師
、
美

容
師
な
ど

　
【
支
給
額
】
市
民
税
・
都
民
税
が

課
税
の
方
は
月
額
７
万
５
０
０
円
、

非
課
税
の
方
は
月
額　

万
１
０
０

１４

０
円
（　

年
３
月　

日
ま
で
に
修

２４

３１

業
し
て
い
る
方
は
、
修
業
期
間
の

全
期
間
支
給
さ
れ
ま
す
）

　
【
事
前
相
談
】支
給
対
象
の
確
認

な
ど
が
必
要
で
す
。
子
育
て
支
援

課
緯
４
７
０
・
７
７
３
６
へ
電
話

予
約
の
上
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い　

　

詳
し
く
は
同
課
へ
。

進
費
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
立
支
援
教
育
訓
練 

給

付

金

事

業

　
【
対
象
】
母
子
家
庭
の
母
で
、
次

の
①
～
③
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

　

①
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
か
、
ま
た
は
そ
の
支
給
要
件

と
同
様
の
所
得
水
準
に
あ
る
方

　

②
雇
用
保
険
法
に
よ
る
教
育
訓

練
給
付
の
受
給
資
格
が
な
い
方

　

③
就
業
経
験
や
技
能
ま
た
は
資

格
の
取
得
・
労
働
市
場
な
ど
の
状

況
を
判
断
し
、
当
該
講
座
の
受
講

が
適
職
に
就
く
た
め
に
適
当
と
認

め
ら
れ
る
方

　
【
対
象
講
座
】雇
用
保
険
制
度
の

給
付
対
象
の
「
厚
生
労
働
大
臣
指

定
教
育
訓
練
講
座
一
覧
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
雇

　

市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
が
就

職
に
向
け
た
能
力
開
発
講
座
な
ど

に
取
り
組
め
る
よ
う
、
本
人
が
支

払
っ
た
受
講
費
用
の
一
定
割
合
を

支
給
す
る
「
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
経
済
的
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
、
よ
り
生
活
の
安

定
に
つ
な
が
る
専
門
資
格
の
取
得

が
容
易
に
な
る
よ
う
、
看
護
師
や

保
育
士
な
ど
の
養
成
機
関
で
の
一

定
の
受
講
期
間
に
つ
い
て
経
済
的

援
助
す
る
、「
高
等
技
能
訓
練
促

布
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
種
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

配
布
し
ま
す
。

　

緑
の
カ
ー
テ
ン
を

育
て
て
い
た
だ
き
、
温

暖
化
防
止
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
配
布
日
時
】４
月　
２８

日
（
水
）
か
ら
、
開
庁

日
の
午
前
８
時
半
～

午
後
５
時

　
【
配
布
場
所
】環
境
政

策
課
（
市
役
所
５
階
）

　
【
配
布
数
量
】２
０
０

袋
（
た
だ
し
、
１
人
１

袋
。　

粒
程
度
）

１０

　

※
種
が
無
く
な
り

次
第
終
了
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
環
境
政

策
課
緯
４
７
０
・
７
７
５
３
へ
。

児童手当と子ども手当の比較

子ども手当
（４月から）

児童手当
（３月まで）区分

零歳～１５歳
（中学校修了まで）

零歳～１２歳
（小学校修了まで）

対象年齢

一律１万３,０００円
１万円（３歳未満）、
５,０００円（３歳以上）

支給額 
（月額・１人あたり）

原則６月・１０月・２月原則６月・１０月・２月支給月

なしあり所得制限

子ども手当を受給するための手続きは

昨年に市役所の敷地内で実施した「緑のカーテン昨年に市役所の敷地内で実施した「緑のカーテン」」

公
務
員
の
方
は
勤
務
先
で
手
続
き
を

「
認
定
請
求
書
」
を
発
送
し
ま
す

子
ど
も
手
当

宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
地地地地地地地地地地地
内内内内内内内内内内内
ののののののののののの
雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨雨
水水水水水水水水水水水
浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸浸
透透透透透透透透透透透
ままままままままままま
すすすすすすすすすすす
ののののののののののの

設設設設設設設設設設設
置置置置置置置置置置置
ににににににににににに
ごごごごごごごごごごご
協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力
くくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだ
さささささささささささ
いいいいいいいいいいい

湧
（
ゆ
う
）
水
や
河
川
を
守
る
た
め
に

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道
路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路路
網網網網網網網網網網網網網網網網網網網網網

都
市
計
画
図
・
都
市
計
画
道
路
網
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図

頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒頒
布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布布
価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価価
格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格格
ををををををををををををををををををををを
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

　
　
　

頒
布
価
格
を
改
定
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

◆厚生労働省ホームページ
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/

koyou/bosikatei/l.html

　

オ
ー
ル
東
京　

市
区
町
村
共
同

６２

事
業
（
み
ど
り
東
京
・
温
暖
化
防

止
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
で
、
各
自
治

体
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
用
の
種

（
ゴ
ー
ヤ
、
ヘ
チ
マ
な
ど
）
が
配　「地産地消」「安全で新鮮な地元の

野菜を見直そう」を合言葉に、東久
留米市地場産交流組合では、毎月青
空市を第１・第３土曜日の午後１時
から、市役所１階屋外ひろばで開催
しています。
　ぜひ、ご来場ください。
　詳しくは産業振興課農政係緯４７０・
７７４３へ。

地元の新鮮野菜がいっぱい！！

青空市に 
ご来場ください
毎月第１・第３土曜日
４月は１７日に開催

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
事
業
・・

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業
の
ご
案

　

高
等
技
能
訓
練
促
進
費
事
業
の
ご
案
内内

母
子
家
庭
の
母
親
の
方
へ

子子
どど
もも
手手
当当

「「
認認
定定
請請
求求
書書
」」
をを
発発
送送
しし
まま
すす

グリーンカーテン用グリーンカーテン用のの
種を配布しま種を配布しますす

温暖化防止にご協力ください
宅
地
内
の
雨
水
浸
透
ま
す

宅
地
内
の
雨
水
浸
透
ま
す
のの

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ

　
　
　

設
置
に
ご
協
力
く
だ
さ
いい

７月７月１１日以降に採用す日以降に採用するる

市市職職員員をを
募募集集ししまますす
市職員市職員をを
募集しま募集しますす

閣

子ども手当
額改定の認
定請求書を
送付します

２２年３月現在、児童手当を受給中

閣

子ども手当
新規認定請
求書を送付
します

児童手当は対象年齢ではなかった

閣

２２年３月現在、児童手当の受給なし

子ども手当
新規認定請
求書を送付
します

閣

２２年３月現在、児童手当を受給中

子ども手当
の申請の必
要なし

　【発行日】３月３１日
　【主な内容】特集　「男女共同参画」って、なん
だかよくわからない▼トップ・インタビュー　宮
武満紀子さん（食を変えれば、人生も世界も変わ
る～自然食レストランを情報交流の場として～）
▼情報ホットライン　男女平等推進センター所蔵
図書の書評と主催講座レポート、パパクラブ＠ひ
がしくるめ活動報告▼同センターの利用・相談案
内
　【配付場所】市民プラザ事務室前、男女平等推進
センター（本町３－９－１－１０２）のほか、市内各
公共施設、金融機関の窓口など
　詳しくは生活文化課緯４７０・７７３８へ。

男女共同参画情報誌
「ときめき」第４４号を発行しました

市職員募集の職種・受験資格・採用予定者数など

募集人員受験資格など職種と試験区分

若干名

昭和５５年４月２日から
昭和６３年４月１日までに
生まれた方

Ⅰ類
（大学卒程度）

一般事務
昭和５７年４月２日から
平成２年４月１日までに
生まれた方

Ⅱ類
（短大卒程度）

昭和５９年４月２日から
平成４年４月１日までに
生まれた方

Ⅲ類
（高校卒程度）

※２２年７月１日から勤務可能な方に限ります。
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東京消防庁
東久留米消防署が
開署しました

　

４
月
１
日
（
木
）
に
東
京
消

防
庁
東
久
留
米
消
防
署
（
署
員

１
３
２
人
）
が
開
署
し
ま
し
た
。

当
日
は
開
署
に
あ
た
り
、
東
久

留
米
消
防
署
玄
関
前
で
事
務
開

始
式
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

事
務
開
始
式
の
あ
い
さ
つ
で
、

内
山
徹
署
長
は
「
市
民
の
皆
さ

ん
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
署

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
新
た
な

東
久
留
米
消
防
署
の
歴
史
を
築

い
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
述

べ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
東
京

消
防
庁
東
久
留
米
消
防
署
」
と

銘
記
さ
れ
た
門
標
の
除
幕
や
、

馬
場
市
長
や
篠
宮
市
議
会
議
長

に
よ
る
職
員
へ
の
激
励
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
た
め
日
々
活
動
す
る
消
防

署
員
の
皆
さ
ん
に
、
市
民
の
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

東久留米消防署の門標除幕が行われました


